
静岡県森連静岡営業所市況速報静岡県森連静岡営業所市況速報静岡県森連静岡営業所市況速報静岡県森連静岡営業所市況速報

2439回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 10,000 7,200 1,350 6,000 ○ 7,700
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,100

16-18 12,300 12,000 1,044 11,000 ○ 柱目４寸取り 11,000
す 20- 14,000 13,000 1,716 10,000 ○ 中目 12,000

4 8-11 300 258 - 250 ○ 本＠ 251
12-13 8,000 7,300 423 7,000 ○ 母屋取り 7,800

14 11,000 10,200 796 9,600 ○ 桁目3.5寸 9,800
16-18 12,000 10,700 1,241 9,000 ○ 桁目　4寸 9,800
20-22 14,800 12,400 2,182 9,000 ○ 中目 11,300

ぎ 24-28 19,500 14,600 3,942 11,000 ○ 中目 13,300
30-34 19,000 14,900 6,109 9,000 ○ 二番玉節少 13,200
36- 24,200 14,000 9,331 - ○ 根玉選木 13,500

6 16-18 16,000 15,300 2,254 15,000 ○ 通し柱 15,400
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,800

2 20- 25,000 12,600 1,486 3,800 ○ 11,100
3 14 12,200 11,800 696 11,100 ○ 柱目3～3.5寸 16,800

ひ 16 16,200 15,200 1,322 14,600 ○ 柱目3.5～4寸 19,900
18-22 15,000 14,100 1,861 13,000 ▼ 柱目４寸取り 17,800

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 283 - 230 ○ 本＠ 289
12-13 11,000 11,000 638 11,000 ○ 3寸取り 12,900

14 13,700 13,200 1,030 12,500 ○ 土台目3.5寸 16,900
の 16-18 16,100 15,500 1,798 14,600 ○ 土台目3.5～４寸 18,700

20-22 20,200 16,800 2,957 14,000 ○ 中目縁甲取り 20,500
24-28 25,000 20,700 5,589 14,000 ○ 中目 20,400
30-34 22,000 20,900 8,569 13,600 ○ 二番玉節少 28,000
30- 41,000 27,800 - - ○ 根玉選木 39,700

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 32,000 28,700 5,568 20,000 ▼ 通し柱　４寸 33,000
20-22 27,000 24,300 7,047 20,000 ▼ 通し柱　 29,500

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

3月25日3月25日3月25日3月25日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 15台15台15台15台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 954 953 99.9%
ヒノキ 1,015 1,015 100.0%
その他 52 52 100.0%

計 2,021 2,020 99.9%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　4月24日（金）～4月30日（木）次回の『つち』　4月24日（金）～4月30日（木）次回の『つち』　4月24日（金）～4月30日（木）次回の『つち』　4月24日（金）～4月30日（木）

平成27年3月26日

落　　　札　　　価　　　格

《製材品市況に底値感？》《製材品市況に底値感？》《製材品市況に底値感？》《製材品市況に底値感？》
ヒノキ構造材製品が徐々に動き出したという声を
聞いた。これ以上値下がりしないだろうという判
断から製品問屋筋において仕入れを始めたらし
い。ようやく製品市況が底を打ったと考えてもい
いかもしれない。また、東北大震災における復興
需要が新年度に入り活発になるだろうということ、
県で行っている「住んでよし木の家推進事業」や
静岡市の「柱100本プレゼント事業」の受付が4月
に再開されることなど、新年度に向けて多少なり
とも明るい材料はある。原木市況もここが底値で
あることを期待したい。


